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N~u卯e、 N~ulk 表面およびバルクr.þの成分 B のモル分率
(A成分のモル分率は N~urface口 1-N~t1角ce、 N~Ulk= 1-
N~ulk) 、




ゆ ce(T， N~同ce) = RT ln y Turface :表面における成分i
=AorBの部分モル過剰自由エネルギーで、?品度とモル
分率の関数 (γSurfaceは成分iの活量係数)
ここで、Efゆ ce(T， N~lゆ勺についてはSpeiser らの提案9， 10)
に基づいて、次の(4)式に示すようにバルクの部分モル過剰
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図1 溶融FeωSiおよびCuヂb系合金の表面張力






































































??? ? ?、 ー??
図2 溶敷金属の表面張力と酸素の活量または分圧の関係
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図5 アルカリーハライド2成分系の表面張力
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